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　１月16日、おとべ温泉いこいの湯の利用者が100
万人を突破しました。
　100万人目の利用者となったのは、緑町の島谷博敏
さんで、寺島町長から町の特産品などの記念品が手渡
されました。
　100万人前後の利用者として、栄浜の大坂美子さ
ん、厚沢部町の村井義美さんには、記念品として入浴
券が手渡されました。

おとべ温泉いこいの湯
　利用者 100 万人突破 !!
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乙部町職員の給与・職員数等の状況
　乙部町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、乙部町職員の給与や職員数等について、町民み
なさんに広くその実態を理解していただくため、次のとおり公表します。
　なお、町職員の給与については、地方自治法や地方公務員法に基づき国家公務員に準じた制度となっており、
町議会の議決を得て町条例で定めています。	

（1）職員の採用の状況
（平成25年4月2日～平成26年4月1日）

（2）職員の退職等の状況
（平成25年4月2日～平成26年4月1日）

（3）部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

職　　　種 男　性 女　性 計
一般行政職 0人 1人 1人
看護・保健職 0人 1人 1人
医　師　職 0人 0人 0人

計 0人 2人 2人

退　職　事　由 人　数
定　 年　 退　 職 3人
勧　 奨　 退　 職 0人
普　 通　 退　 職 2人

計 5人

課 名 等 平成25年 平成26年 増  減
総  務  課 9人 7人 △ 2 人
税  務  課 5人 5人 0人
町  民  課 19 人 18 人 △ 1 人
出  納  室 2人 2人 0人
産  業  課 11 人 11 人 0 人
財  政  課 5人 5人 0人
建  設  課 9人 9人 0人
議 会 事 務 局 2人 2人 0人
教 育 委 員 会 8人 8人 0人
保  育  園 4人 4人 0人
国 保 病 院 20 人 20 人 0 人
合 　 　 計 94 人 91 人 △ 3 人

（1）人件費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 24 年度の人件費率
4,128,674 千円 621,613 千円 15.1％ 15.0％

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
乙部町 41.8 歳 301,305 円 336,541 円 339,390 円
国 43.5 歳 335,000 円 ― 408,472 円

職員数（A） 給　　　　　　　与　　　　　　　費 一人当たり給与費
（B ／ A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

64 人 226,556 千円 36,242 千円 82,321 千円 345,119 千円 5,392 千円

区　　　　　分 初　任　給 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

大学卒 乙部町 174,200 円（172,200 円） 256,100 円 290,100 円 352,900 円
国 174,200 円（172,200 円） ― ― ―

短大卒 乙部町 154,800 円（152,800 円） ― 290,100 円 ―
国 154,800 円（152,800 円） ― ― ―

高校卒 乙部町 142,100 円（140,100 円） 258,200 円 284,700 円 319,100 円
国 142,100 円（140,100 円） ― ― ―

注）100 円未満四捨五入　　※国の経験年数別平均給料月額については公表されておりません。
　　　　　　　　　　　　　※乙部町の短大卒の経験年数 10 年以上 15 年未満及び 20 年以上 25 年未満の該当者はおりません。
　　　　　　　　　　　　　※初任給は平成 26 年第 4 回定例議会での条例可決により、条例改正後の額（遡及適用のため）を記載しております。 
　　　　　　　　　　　　　　なお、括弧書き部分は、条例改正前の額です。

注）人件費には、特別職・議会議員・各委員
　の報酬や職員の共済費等が含まれています。

（2）職員給与費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

注）職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当等で、退職手当を含まない。				  
注）職員数は、平成 25 年４月１日現在の人数です。				  

（3）一般行政職の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

（4）一般行政職の初任給と経験年数別平均給料月額（平成 26 年 4 月 1 日現在）

注）平均給料月額とは、平成 26 年４月１日現在における基本給の平均です。
注）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当など、すべての諸手当の額を合計したものです。
　　また、平均給与月額（国ベース）は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、　
　比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

2  職員の給与の状況

1  職員の任免及び職員数に関する状況
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区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 主 事 11 人 18.0%
2 級 主 事 4人 6.6%
3 級 係 長・ 主 査 21 人 34.4%
4 級 課 長 補 佐 11 人 18.0%
5 級 課 長・ 参 事 9人 14.8%
6 級 課長・室長・局長 5人 8.2%

計 61 人 100.0%

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

（9）ラスパイレス指数の状況
　　 国家公務員の平均給料月額を100としたときの比較

（7）職員の期末・勤勉手当の状況（平成26年4月1日現在）

区分
乙部町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月 0.675 月 1.225 月 0.675 月

12 月期 1.375 月 0.825 月
（0.675 月） 1.375 月 0.825 月

（0.675 月）

計 2.60 月 1.50 月
（1.35 月） 2.60 月 1.50  月

（1.35 月）

（6）一般行政職の各種手当支給状況（平成26年4月実績）

区　　分 支給職員数 一人当たり
平均支給月額

扶　養　手　当 31 人 21,129 円
住　居　手　当 18 人 21,533 円
通　勤　手　当 10 人 3,980 円
地　域　手　当 ０人 ０円
管 理 職 手 当 25 人 33,336 円
時間外勤務手当 13 人 15,920 円
宿 日 直 手 当 ７人 4,200 円

区　分 月　額 期末手当支給割合
町　　　長 750,000 円

６月支給 1.90月
12月支給 2.20月（2.05月）
　  計  　4.10月（3.95月）

副　町　長 615,000 円
教　育　長 575,000 円
議　　　長 232,000 円
副　議　長 193,000 円
常任委員長 174,000 円
議　　　員 170,000 円

（8）特別職の報酬月額等の状況（平成26年4月1日現在）

1 週間の勤務時間
勤務時間

休　憩　時　間 閉　　　庁　　　日
始業時間 終業時間

38 時間 45 分 8:30 17:15 正午から１時間の休憩時間
日曜日及び土曜日
国民の祝日に関する法律に規定する休日
12月31日から翌年１月５日までの日

区　　分 総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取　得　率
一般行政職 2,179 日 509.6 日 55 人 9.3 日 23.39%

（1）職員の勤務時間（標準的なもの）

（2）年次有給休暇の取得状況（平成26年1月1日〜平成26年12月31日）

※退職者及び新規採用者については含まれておりません。
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乙
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年　度

北 海 道 92.8　  92.8     92.5　 102.1　 101.9

道内町村 95.4     96.0     96.2　 104.3　 104.3

檜山町村 92.3     94.1     94.5　 102.2　 102.9

乙 部 町

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

93.0     93.6     94.3 　102.1　 103.3   

乙部町（参考値） 94.3     95.4  

3  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

注）「参考値」は、国家公務員の時限的な給与改
定特例法による措置が無いとした場合の値（減額
前）です。
※平成26年度のラスパレイス指数についてはま
だ公表されておりません

※職員の勤勉手当及び特別職の 12 月支給割合は平成 26 年第 4 回定例議会での条例可決により条例改正後（遡及適用のため）の支給率を記載しております。
　なお、括弧書き部分は、条例改正前の支給率です。
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町
政
懇
談
会
が
千
岱
野
ふ
る
さ
と
館
で
ス
タ
ー
ト

　

一
月
九
日
、
新
築
さ
れ
た
千
岱

野
ふ
る
さ
と
館
で
千
岱
野
地
区
町

政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
懇
談
会
は
、
町
長
以
下
、

関
係
課
長
が
出
席
し
、
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
の
状
況
や
課
題

等
を
報
告
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
町
政
全
般
へ
の
意
見
や
地
域
の

要
望
な
ど
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

千
岱
野
地
区
で
は
、
新
設
さ
れ

た
集
会
施
設
駐
車
場
に
街
灯
設
置

な
ど
の
要
望
な
ど
の
ほ
か
、
除
雪

に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
築
さ
れ
た
「
千
岱
野
ふ
る
さ

と
館
」
は
地
場
産
木
材
の
需
要
拡

大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
集
会
施
設
で

す
。

　

構
造
材
は
も
と
よ
り
、
内
装
材

も
地
場
産
の
ヒ
バ
や
ス
ギ
な
ど
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
ら
れ
る
や
さ
し
い
空
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

千
岱
野
自
治
会
の
林
義
秀
会
長

は
「
地
域
交
流
の
場
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く
長
生

き
で
き
る
よ
う
に
本
施
設
を
有
効

に
活
用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
旧
集
会
施
設
の
土
地
を

長
期
に
わ
た
り
無
償
で
貸
与
し
て

頂
い
た
小
田
高
由
氏
に
町
か
ら
感

謝
状
、
自
治
会
か
ら
お
礼
の
品
な

ど
が
送
ら
れ
こ
れ
ま
で
の
協
力
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

町
政
懇
談
会
終
了
後
に
は
、「
れ

ん
・
り
ー
」
の
お
披
露
目
や
施
設

の
落
成
祝
い
と
地
域
の
み
な
さ
ん

の
健
康
を
願
っ
て
餅
ま
き
が
行
わ

れ
、
会
場
に
は
、
幸
せ
そ
う
な
笑

顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

森
林
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

地
場
産
農
作
物
に
こ
だ
わ
り

　

手
づ
く
り
み
そ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

平
成
二
十
六
年
度
ほ
っ
か
い
ど

う
地
球
温
暖
化
防
止
貢
献
の
森
林

づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
澤
田　

一
氏
（
九
十
一
歳
・
元
町
）
が
、

長
年
に
わ
た
る
林
業
施
業
な
ど
の

功
績
が
評
価
さ
れ
、
森
林
所
有
者

ス
ギ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
部
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
森
林
の

適
切
な
管
理
、
育
成
に
よ
り
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
に
大
き
く
貢
献

す
る
森
林
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い

る
森
林
所
有
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
表
彰
し
、
林
業
技
術
の
向

上
や
森
林
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

高
揚
と
参
加
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

澤
田
氏
は
、
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
山
林
を
所
有
し
、
そ
の
約
七
割

を
人
工
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

植
林
当
初
か
ら
、
山
林
の
管
理

や
整
備
の
た
め
に
作
業
道
の
必
要

性
を
考
え
、
路
線
整
備
に
積
極
的

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
高
齢
の
た
め
、
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合
に

委
託
し
て
い
る
も
の
の
、
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
自
ら
の
考
え

で
実
施
し
、
主
伐
目
標
を
八
十
年

と
設
定
し
、
ス
ギ
の
優
良
大
径
材

生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

富
岡
た
ん
ぽ
ぽ
会
で
は
、
地
産

地
消
を
テ
ー
マ
に
富
岡
ブ
ラ
ン
ド

の
農
産
物
加
工
に
取
り
組
み
、
熟

成
期
間
約
一
年
の
「
手
づ
く
り
み

そ
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

原
料
と
な
る
大
豆
は
、
乙
部
町

農
業
再
生
プ
ラ
ン
で
魅
力
あ
る
大

豆
づ
く
り
と
し
て
四
品
種
の
生
産

が
始
ま
り
、
そ
の
う
ち
の
黄
大
豆

（
大
莢
白
乙
女
）
を
使
い
、
米
も
富

岡
地
区
の
農
業
者
が
栽
培
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
乙
部
町
集

落
支
援
連
携
推
進
協
議
会
と
協
力

し
、
五
年
前
か
ら
試
行
錯
誤
の
み

そ
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

二
十
六
年
度
に
製
造
許
可
を
取
得

し
て
、百
五
十
㌕
を
仕
込
み
ま
し
た
。

　

一
月
七
日
に
関
係
者
な
ど
で
、

み
そ
汁
と
し
て
試
食
し
、
一
定
の

評
価
に
た
ん
ぽ
ぽ
会
で
は
、「
満
足

い
く
仕
上
が
り
に
で
き
て
良
か
っ

た
。
今
後
は
、
富
岡
ブ
ラ
ン
ド
の

お
と
め
味
噌
と
し
て
、
町
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
手
づ
く
り
み
そ
」
は
、

一
月
二
十
五
日
に
富
岡
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
た
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い

富
岡
で
み
そ
汁
と
し
て
、
来
場
者

に
無
料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

▲千岱野ふるさと館での餅まき
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お父さん＝
　　　　　  上野　暁彦 さん
お母さん＝
　　　　　　　　枝里 さん
ぼくは
 １歳４ケ月の男の子です。

名前の由来＝
　やわらかい響きから「とう
た」という名前を考え、漢字
と画数のよいものを選んでつ
けました。
両親の願い＝
　毎日よく食べ、よく遊び、
よく笑って、元気にすくすく
育ってほしいです。

お父さん＝

　　　　髙松　裕太 さん

お母さん＝

　　　　　　　　洋子 さん

わたしは

１歳２ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

　響きと、呼びやすさで決め

ました。

両親の願い＝

　すくすく健康に育ってほし

いです。
上野　塔大くん

（元　町）
髙松　朱苺ちゃん

（滝　瀬）

わが家のアイドル

しゅい とうた

　
平成２6 年度　乙部町
介護予防のつどい

　～住み慣れた地域、
　　わが家で安心して暮らし続けるために～
　　　　３月7日（土）午後１時～３時 20 分

お問い合わせ・お申し込み
乙部町地域包括支援センター　　電話 62-5845

ねんきんの窓
　国民年金では、保険料を前払いすると割引がある「前納」
という制度があり、口座振替による「前納」と現金納付や
クレジットカード納付による「前納」があります。
　なお、口座振替で「前納」されると現金給付やクレジッ
トカード納付による「前納」よりも割引額が多くお得です。

＜平成 26 年度（月額 15,250 円）の例＞

※１　口座振替には１ヶ月の前納制度があります。通常の
　　　振替日は翌月末（割引なし）ですが、当月末の振替
　　　にすると、月々の保険料が 50 円お安くなります。

※２　６ヶ月分の前納は、４月分から９月分までの保険料
　　　を当年４月末までに納め、10 月分から翌年３月分ま
　　　での保険料は当年 10 月末までに納めます。
　　　（口座振替の場合は、上期６ヶ月分（４月分～９月分）
　　　は２月末まで申込みし、４月末に振替えます。下期
　　　６ヶ月分（10 月～翌年３月分）は８月末まで申込み
　　　し、10 月末に振替えます。）

※３　１年分の前納は、４月分から翌年３月分までの保険
　　　料を当年４月末までに納めます。
　　　（口座振替の場合は、２月末まで申込みし、４月末
　　　に振替えます。）

※　その他、現金支払によりご希望月から翌年３月までの
　　前納も可能です。

☆お問い合わせ・お申し込みは
役場町民課年金係（電話 62-2311）☆

納　付　方　法 １ヶ月分（※１）６ヶ月分（※２）１年分（※３）

月々
・現金支払
・クレジットカード支払
　【割引なし】

   １５,２５０円    ９１,５００円   １８３,０００円

前納

・現金支払
・クレジットカード支払
　【割引額】

   ９０,７６０円
      【７４０円】

  １７９,７５０円
    【３,２５０円】

・口座振替
　【割引額】

  １５,２００円
　【５０円】

   ９０,４６０円
  【１,０４０円】

   １７９,１６０円
   【３,８４０円】

生きがい交流センター

２月 20 日（金）までに乙部町地域包
括支援センターにお申し込み下さい

バスご利用の方は必ずご連絡お願いし
ます
※時間と停留所をお伝えします

プ ロ グ ラ ム

劇（劇団きらら）
○「より良く生きるって ?!」

講　演
○「今をより良く生きるための終活
　　～あなたの人生を振り返りましょう～」
　講師　一般社団法人終活カウンセラー協会
　　　　上級カウンセラー
　　　　㈱マイプロモーション　樫

かし き

木 泰
たい こ

子 氏

日　　時

場　　所

申し込み

バス送迎
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所得税・住民税の申告が近づきました
忘れずに申告しましょう

申告書の提出先・・・・・・納税者の 1 月 1 日現在の住所所在地
申告書の提出期限・・・・・３月１6 日（月）

☆各地区での申告相談は下記日程表のとおり行いますので、指定された日時、会場で申告されますようご協力をお願いします。
　また、税務署での申告相談、受付は、閉庁日（土、日、祝日）には行っておりませんが、申告書は郵送、又は税務署の時間外
　収受箱に投函することにより、提出することができます。
☆国民健康保険税及び国民年金保険料の納入額は、全額控除の対象となりますので平成26年中に支払った領収書を持参して下さい。
☆国民健康保険に加入している場合は、所得のない方でも申告しないと軽減の措置が受けられませんので、必ず申告されますよ
うお願いします。

◎ 申 告 日 程 表（２7 年）
期      日 地　 区　名 受付時間 会      　場 備      考

２月９日（月） 町 内 全 域  10:00 ～ 16:00 役場申告会場
10日（火） 町 内 全 域  10:00 ～ 16:00 役場申告会場
12日（木） 三ツ谷山の上・坂下  10:00 ～ 12:00 三ツ谷愛郷会館

三 ツ 谷 影 歌  13:00 ～ 15:00 三ツ谷研修会館
13日（金） 館 　 　 　 　 浦  10:00 ～ 16:00 乙部町民会館

16日（月）
姫 　 　 　 　 川  10:00 ～ 15:00

姫川ふれあいセンター旭                  岱  13:00 ～ 15:00
千 岱 野・ 富　 岡  13:00 ～ 15:00

17日（火） 鳥　　　　　 山  10:00 ～ 12:00 ゆりの里活性化センター
潮　　　　　 見  14:00 ～ 16:00 潮見希望館

18日（水） 栄　　　　　 浜  10:00 ～ 15:00 栄浜ふれあいセンター
19日（木） 元 　 　 　 　 　 和  10:00 ～ 15:00 元和交遊館
20日（金） 元 町 １・ 元 町 ２  10:00 ～ 15:00 プラザおとべ（乙部町商工会）
23日（月） 緑 町 １  10:00 ～ 15:00 緑町寿の家
24日（火） 緑 町 ２  10:00 ～ 15:00 緑町寿の家

25日（水） 町 内 全 域  10:00 ～ 16:00 役場申告会場 初年度住宅取得控除
対象者、譲渡所得者

26日（木） 花　　　　　 磯  10:00 ～ 15:00 とよはま地区センター
27日（金） 豊　　　　　 浜  10:00 ～ 15:00 とよはま地区センター

３月２日（月） 滝　　　　　 瀬  10:00 ～ 15:00 滝瀬寿の家
　３日（火） 緑 町 １ ・ 緑 町 ２  10:00 ～ 16:00 役場申告会場
４日（水） 花    磯 ・ 豊    浜  10:00 ～ 15:00 とよはま地区センター
５日（木） 町 内 全 域  10:00 ～ 16:00 役場申告会場
６日（金） 町 内 全 域  10:00 ～ 16:00 役場申告会場
９日（月） 町 内 全 域  10:00 ～ 16:00 役場申告会場

◎申告にあたっての必要な書類のチェック表（申告のとき持参して下さい）
持 参 す る 書 類 の チ ェ ッ ク 項 目 ・ 注 意 点

 配偶者及び扶養親族の生年月日が確認できるもの（健康保険証等）
 源 泉 徴 収 票  給与・年金収入のある方
 生 命 保 険 料  平成 26 年中に支払った証明書
 個人年金保険料  平成 26 年中に支払った証明書
 地 震 保 険 料  平成 26 年中に支払った証明書（H18 年 12 月 31 日までに契約した長期損害保険料等）
 社 会 保 険 料  任意継続保険料、介護保険料、国民年金保険料控除証明書
 医 療 費 控 除  平成 26 年中に支払った領収書（保険等で補てんされた金額は除く）
 雑   損   控   除  平成 26 年中に支払った領収書（保険等で補てんされた金額は除く）

住 宅 借 入 金 等
特　別　控　除

初年度
・建物の登記簿謄本（権利証の写しでも可）・契約書又は領収書
・住宅ローン残高証明書（各金融機関の発行したもの）
・住民票など　詳しいことは役場税務課まで

２年目以降 ・住宅ローン残高証明書
・26 年分税務署発行の住宅借入金特別控除申請書

 障害者手帳等障害であることを証明できるもの
 印鑑、還付申告をされる方は預金通帳（銀行、ゆうちょ銀行等）
◎　一時所得（生命保険満期・簡易保険満期等）があった方は、一時金の支払調書または証明書等を持参して下さい。
◎　ご不明な点がありましたら役場税務課までお尋ね下さい。



〔 7 〕

2月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

₁ ₂ ₃ ₄ ₅ ₆ ₇
休日当番医
道立江差病院

ひよこサークル
（交流 午前 10 時～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～ 

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

₈ ₉ 10 11 建国記念日 12 13 14
休日当番医
勤医協診療所
乙部町 PTA 連合会研究大会

（公民午前 9 時 20 分〜）

骨髄バンク登録日、
肝炎ウイルス検査日、
HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）
MAMA FIT・ミニひよこサークル

（交流 午前10時～）

休日当番医
半澤医院

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）

ぴよぴよ広場 
（ケア 午前10時～）

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分〜） 
公民館講座
かたこもち作り

（町館 午前 9 時 30 分〜）

15 16 17 18 19 20 21
休日当番医
道立江差病院
平成 26 年度
乙部町健康づくり交流会

（公民 午後１時～）

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）
女性の健康相談

（江保 午後 1 時～）

おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後 1 時 30 分～）
よい子の歯科検診

（町館 午前 9 時～） 

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
四種混合予防接種

（国保 午後１時 30 分～）
健診結果説明会

（元交 午前 9 時 30 分〜）

健診結果説明会
（姫ふ 午前 9 時 30 分～）

みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）

22 23 24 25 26 27 28
休日当番医
乙部町国保病院
緑桂かんじき散策会

（公民 午前 9 時 30 分〜） 

骨髄バンク登録日、
肝炎ウイルス検査日、
HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）

男のためのお達者教室
（栄養・調理）
（高ふ 午前 10 時 30 分～）
赤ちゃん相談・健診

（ケア 午後 1 時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後 1 時 30 分～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
健康相談

（ゆ里 午後１時 30 分～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。

会
場
・
場
所
略
称

( 町館 ) 町民会館
(国保 )国保病院
（元交）元和交遊館
(江保 )江差保健所
（交流）生きがい交流センター�

( ケア ) ケアセンターおとべ
（姫ふ）姫川ふれあいセンター
（公民）公民館
(ゆ里 )ゆりの里活性化センター
(三愛 )三ツ谷愛郷会館

(三研 )三ツ谷研修会館
（高ふ）高齢者ふれあいセンター
（豊セ）とよはま地区センター
（つ保）つくし保育園

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡ 52-1053）

平成 26 年度第 2 回男による男のための料理教室
　今年度 2回目の「男の料理教室」を開催致します。
　料理経験のない方でも、楽しく簡単に栄養満点の料理づくりをすることができますので、是非ご参加下さい。
【日　　時】　２月 25日（水）　午前 10時 30分～午後１時 00分
【場　　所】　高齢者ふれあいセンター（ケアセンターおとべ隣）
【内　　容】　簡単で栄養バランスのよい料理づくり　栄養のお話（市村管理栄養士）
【持 ち 物】　エプロン、三角巾（頭に巻く、大き目のハンカチ等）
【申し込み】　準備の都合上、参加される方は、２月 20日 ( 金 ) までに必ずご連絡お願いします。
【申し込み・お問い合わせ】　乙部町地域包括支援センター　担当　町中　電話　62-5845

不燃ごみ収集
②地区
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町
教
委
主
催
の
第
三
十
一
回
乙

部
町
青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会
が

十
二
月
十
九
日
、
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、自
治
会
長
や
民
生
委
員
、

少
年
補
導
員
、
社
会
教
育
委
員
、

町
内
小
中
学
校
長
等
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
函
館
方
面
江
差
警
察

署
刑
事
・
生
活
安
全
課
生
活
安
全

係
長
の
宮
内
敬
司
氏
を
講
師
に
招

き
、
最
近
の
青
少
年
の
非
行
の
状

況
や
不
審
者
情
報
、
地
域
の
大
人

達
が
子
ど
も
を
見
守
る
こ
と
が
、

非
行
や
犯
罪
の
抑
止
力
に
つ
な
が

っ
て
い
る
な
ど
と
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
教
育
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
中
村
彰
氏
が
、
平
成

二
十
六
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

の
結
果
か
ら
、
町
内
児
童
生
徒
の

朝
食
摂
取
率
や
就
寝
時
間
、
テ
レ

ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
時

間
な
ど
の
実
態
を
説
明
し
、
ネ
ッ

ト
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
地
域

で
の
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど

の
必
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
全
体
交
流
で
は
、
各
学

校
長
か
ら
、
子
ど
も
達
の
学
校
生

活
の
様
子
の
話
し
や
、
冬
休
み
が

始
ま
る
に
当
り
、
地
域
で
の
目
配

り
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
各
地

域
か
ら
は
、
敬
老
会
や
か
る
た
大

会
な
ど
の
地
域
行
事
を
通
し
て
異

世
代
交
流
を
深
め
る
取
組
み
な

ど
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
子
ど

も
達
の
健
全
育
成
に
取
組
ん
で
い

こ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て

　
　

青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第299号

　

町
教
委
主
催
の
小
学
生
対
象
冬

休
み
ス
キ
ー
教
室
が
富
岡
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
初

日
の
一
月
七
日
は
悪
天
候
で
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
翌
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
町
ス
キ
ー
協
会
員
や

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
学
校
教
員

を
迎
え
、
町
内
の
小
学
生
七
十
人

が
参
加
。
冬
の
寒
さ
も
忘
れ
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
滑
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
教
室
は
レ
ベ
ル
別
に
分

か
れ
、
上
級
者
は
山
頂
か
ら
の
滑

降
指
導
を
受
け
、
初
心
者
は
ス

キ
ー
の
履
き
方
か
ら
ス
ト
ッ
ク

の
持
ち
方
ま
で
丁
寧
な
指
導
を
受

け
、
楽
し
み
な
が
ら
み
る
み
る
上

達
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
は
三
月
上
旬
頃
ま
で

の
開
設
予
定
で
す
。
冬
の
体
力
づ

く
り
に
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
が

に
ぎ
わ
っ
て
ま
す

　

公
民
館
主
催
の
第
二
十
六
回

乙
部
町
少
年
少
女
か
る
た
大
会

が
一
月
十
四
日
、
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
生
十
八
チ
ー
ム

六
十
七
人
が
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小

学
三
年
生
以
下
）、
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

各
部
の
上
位
二
チ
ー
ム
が

十
八
日
、
上
ノ
国
町
で
開
催
さ
れ

た
檜
山
大
会
に
出
場
し
、
小
学
生

の
部
で「
凡
才
」が
全
道
大
会（
二

月
二
十
二
日
に
札
幌
市
で
開
催
）

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
中
学
生
の
部

優　

勝　

清
水
春
隆
＠
偽
り
の
受

験
生
（
久
末
奈
実
・
清
水
悠
貴

・
矢
野
惣
大
）

準
優
勝　

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

（
中
谷
百
伽
・
陳
祐
綾
花
・
能
代

晃
輔
）

第
三
位　

Ｋ
Ｍ
Ｍ
Ｔ
４
（
小
林
陸

・
松
原
海
里
・
三
上
真
鈴
・
谷
藤
光
）

■
小
学
生
の
部

優　

勝　

明
和
魂
Ａ
（
浅
野
瑞
季

・
伊
勢
亜
祐
・
宮
本
蓮
汰
・
田
畑

匡
一
）

準
優
勝　

凡
才
（
成
田
梨
々
花
・

菊
池
彩
乃
・
西
村
芽
依
・
五
十
嵐

ゆ
う
の
）

第
三
位　

Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

ス
ポ

ー
ツ
（
野
口
愛
斗
・
菊
池
秀
太
・

菊
池
智
哉
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優　

勝　

明
和
魂
５
（
近
藤
柚
美

・
新
谷
果
央
・
伊
勢
慶
稀
・
後
藤

椿
・
佐
々
木
茉
実
）

準
優
勝　

コ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
（
井

田
花
和
・
由
利
花
央
・
陳
祐
恭
花
）

第
三
位　

ラ
ッ
キ
ー
５
（
菊
池
柚

衣
・
井
田
梓
和
・
佐
々
木
結
愛
・

宮
本
麻
衣
・
矢
口
麻
湖
）

熱
戦
!!

少
年
少
女
か
る
た
大
会



〔９〕　２月の「みたい！よみたい！絵本とかみしばい」は21日（土）10:00～
　公民館図書室（児童室）です。（協力：館浦婦人会読み聞かせの会）

図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●えどさがし　　　　　　　　　　　　　　  （畠中　恵）
●四人組がいた　　　　　　　　　　　　　  （高村　薫）
●歌舞伎町ダムド　　　　　　　　　　　　  （誉田　哲也）
●ルール　　　　　　　　　　　　　　　　  （堂場　瞬一）
●５分で読める！ひと駅ストーリー　本の物語（宝　島　社）
●現代用語の基礎知識2015　　　　　　　　  （自由国民社）
●フェルトのかわいいつるし飾り　　　　　（ブティック社）
●将来の学力は 10 歳までの「読書量」で決まる！（松永　暢史）
●北海道民のオキテ　　　　　　　　　　　  （さとうまさ）

【幼児・児童向け】
●恐怖のお泊り会 5　　　　　　　　　　　 （Ｐ . Ｊナイト）
●新聞紙とガムテープでこんなのつくれた！（関口  光太郎）
●せかいいちの名探偵　　　　　　　　　　（杉山　亮）
●グレッグのダメ日記 9　　　　　　　　（ジェフ・キニー）
●お米なんでも図鑑　　　　　　　　　　　（石谷　孝佑）
●のはらでまたね　　　　　　　　　　  （はせがわさとみ）
●かがくあそび　　　　　　　　　　　　　（高柳　雄一）
●ど～こだ？トーマスのかくれんぼえほん（ウイルバート・オードリー）
●おもちのおふろ　　　　　　　　　　　　（苅田　澄子）

ま
ゆ
だ
ま
飾
り
と
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た

　

公
民
館
主
催
の
乙
部
町
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
十
二
月
二
十

一
日
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

檜
山
教
育
局
関
係
者
の
バ
ン
ド

「
な
ん
だ
り
・
こ
ん
だ
り
～
ズ
」、

檜
山
の
校
長
先
生
た
ち
で
結
成
さ

れ
て
い
る
バ
ン
ド
「
ザ
☆
グ
ラ
ン

パ
」
の
ほ
か
、
合
唱
団
「
ケ
ー
プ

コ
ー
ル
」
も
出
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
っ

て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
「
れ

ん
・
り
ー
」
と
の
記
念
撮
影
会
も

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
親
子
連
れ
な

ど
約
百
人
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
主
催
の
「
お
正
月
を
む

か
え
よ
う
」
が
十
二
月
二
十
六
日
、

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
集
ま
っ
た
の
は
児
童
や
保

護
者
な
ど
お
よ
そ
五
十
人
。
例
年

行
っ
て
い
る
「
ま
ゆ
だ
ま
」
づ
く

り
の
ほ
か
、
今
年
は
「
も
ち
つ
き
」

も
行
い
ま
し
た
。
滝
瀬
５
５
会
の

堀
田
民
男
会
長
と
田
中
富
五
郎
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が

も
ち
を
つ
き
、
で
き
あ
が
っ
た
も

ち
を
「
き
な
こ
も
ち
」
に
し
て
み

ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
使
っ
た
き

な
こ
は
乙
部
の
大
豆
（
乙
部
大
黒
）

　

町
内
各
小
学
校
の
児
童
が
、「
お

す
す
め
図
書
の
ポ
ッ
プ
」
を
作
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
民
館
主
催

の
小
学
生
ビ
ブ
リ
オ
大
会
第
一
弾

と
し
て
冬
休
み
中
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
も
の
で
す
。

　

作
品
は
二
月
二
日
か
ら
十
三
日

ま
で
、
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
で
は
こ
れ

ら
の
ポ
ッ
プ
の
中
か
ら
優
秀
作
品

を
数
点
、
表
彰
し
ま
す
。
こ
の
う

ち
「
一
般
投
票
賞
」
の
投
票
を
展

示
会
場
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
り
、
良
い
と

思
っ
た
作
品
に
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　

同
一
者
の
複
数
投
票
は
無
効
と

な
り
ま
す
。
投
票
結
果
は
他
の
賞

と
あ
わ
せ
て
教
育
委
員
会
だ
よ
り

等
で
紹
介
し
ま
す
。

を
使
用
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
で
き
あ
が
っ
た
ま
ゆ
だ

ま
飾
り
は
、
公
民
館
と
町
民
会
館

に
一
月
中
旬
ま
で
飾
ら
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
か
た
こ
も
ち
」
を

 　

作
り
ま
せ
ん
か

　

公
民
館
講
座
、
郷
土
料
理
教
室

で「
か
た
こ
も
ち
」作
り
を
し
ま
す
。

　

様
々
な
と
き
に
食
べ
ら
れ
る
郷

土
の
味
、
ぜ
ひ
作
っ
て
食
べ
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

二
月
十
四
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
九
時
半
～

と
こ
ろ　

町
民
会
館

参
加
料　

三
百
円

定　

員　

二
十
四
人
（
最
小
開
催

　
　
　
　

人
数
六
人
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
ま

　
　
　
　

た
は
ス
カ
ー
フ
（
あ
れ

　
　
　
　

ば
「
型
っ
こ
」）

申
込
み　

二
月
十
二
日
（
木
）　

　

十
六
時
ま
で
に
公
民
館
（
電
話

六
二
の
三
三
一
一
）
ま
で
。

 

「
縁
桂
か
ん
じ
き
散
策
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

乙
部
の
名
木
「
縁
桂
」
へ
の
か

ん
じ
き
散
策
会
を
行
い
ま
す
。
夏

と
は
違
っ
た
雪
深
い
冬
の
縁
桂
を

見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

二
月
二
十
二
日
（
日
）

　

公
民
館
前
九
時
半
集
合
・
出
発

参
加
料　

百
円
（
甘
酒
代
）

定　

員　

二
十
五
人

持
ち
物　

か
ん
じ
き
又
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
（
貸
出
も
あ
り
ま
す
）

申
込
み　

二
月
十
九
日
（
木
）
十

六
時
ま
で
に
公
民
館
（
電
話
六
二

の
三
三
一
一
）
ま
で
。

※
散
策
会
は
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

講
座
で
２
単
位
と
な
り
ま
す
。

 

児
童
の
「
お
す
す
め
図
書

 

の
ポ
ッ
プ
」
に
投
票
を
！
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第
三
十
三
回
海
と
さ
か
な
自
由
研
究
・
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
朝
日
新
聞
主
催
）
に
明

和
小
学
校
児
童
が
グ
ル
ー
プ
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
海
と
さ
か
な
」
を
通
し
て
、
自
然
を
科
学
し
な
が
ら
体
験
す

る
こ
と
で
学
び
、
子
供
ら
し
い
発
想
で
研
究
・
創
作
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

明
和
小
学
校
で
は
、
総
合
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
ヒ
ラ
メ
を
テ
ー
マ
に
漁
業
者
の
浅

野
基
さ
ん
か
ら
、
さ
ば
き
方
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
で
行
わ
れ
て
い
る

漁
法
な
ど
も
調
べ
て
、
五
・
六
年
生
四
名
で
体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
整
理
し
て
壁
新
聞
に

「海とさかな」自由研究・作品コンクールのグールプ部門で
　　　　　　明和小児童４名が最優秀賞を受賞

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
グ
ル
ー
プ
作
品
最
優
秀
賞

　

田
畑　

匡
一
（
明
和
小
・
五
年
）

　

伊
勢　

亜
祐
（
明
和
小
・
五
年
）

　

宮
本　

蓮
汰
（
明
和
小
・
五
年
）

　

浅
野　

瑞
季
（
明
和
小
・
六
年
）

ま
と
め
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
浅
野
瑞
季
さ
ん
は
「
こ
の
学
習
で
ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
四
人
で
協
力
し
て
作
っ
た
壁
新
聞
で
受
賞
し
た
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ヒ
ラ
メ
新
聞
」
は
、
地
元
で
あ
る
豊
浜
の
ヒ
ラ
メ
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
現

場
を
取
材
し
、情
報
と
し
て
発
信
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
十
日
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
海
や
魚
に
つ
い
て
学
習
し
た
成
果
を
豊
浜
地
区
セ

ン
タ
ー
で
地
域
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
地
域
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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屋根からの落氷雪事故防止などのお願い
　毎年、冬になりますと、沿道建物等からの落氷雪による死傷事故が多く発生しています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通行を円滑にし、事故を無くする
ため、特に、次のことに注意するようにお願いいたします。
◆落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等については、雪止めを設置するようにしてください。
◆既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等の錆、老朽化等による破損が原因で落氷雪事故が発
　生することもあるため、必ず点検し、破損等が発見された際は早急に修繕するようにして下さい。
◆落氷雪事故は、気温がマイナス３度からプラス３度程度のときに発生しやすいという特徴があるため、早
　めに除雪するとともに、除雪の際には、歩行者や遊んでいる子供等に十分注意するようにして下さい。
◆交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないようにして下さい。
◆軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにして下さい。
◆軒下や道路では、絶対に子供を遊ばせないようにしてください。
◆ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険があるため、早めに付着した氷雪の除去を行う
　ようにしてください。
　また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにして下さい。

職員の人事異動
　１月１日付けで、職員の人事異動
がありましたのでお知らせします。
○乙部町人事（） 内は異動前
会計管理者兼出納室長兼税務課参事
（会計管理者兼出納室長）
宮川寿巳
○議会事務局人事
事務局長併任税務課長（税務課長）
中嶋俊哉
○国保病院人事
国保病院事務長（議会事務局長）
永井悟

訂正とお詫び
　広報おとべ 1月号の未年生まれの方を
紹介した記事について「寺島充彦氏」と
記載しましたが、正しくは「寺島允彦氏」
です。
　また、「町の人口」について、お知ら
せいしましたが、「男」・「女」の人口に
ついて誤りがありました。正しくは次の
とおりです。お詫びして訂正いたします。

11 月末現在
 　　 訂正前  訂正後
　男　1,969　  1,879　（－ 1）〈－５〉
　女　2,300　  2,190　（－ 1）〈－ 36〉
　　（　）内は前月との比較増減
　　〈　〉内は 3月末からの累計増減

防災行政無線個別受信機の
電池は切れていませんか？

　防災行政無線個別受信機は、通常、家庭用電源で作動していま
すが、停電時でも使用できるよう中に乾電池が入っていますので、
年に１度は電池交換するようにして下さい。
　電池交換を怠ると、緊急時に放送を受信できなくなる恐れがあ
るほか、電池からの液もれにより、受信機が故障する事もありま
すのでご注意ください。

電池交換の手順

タイプ１

タイプ２

①コンセント等を抜き、受信機を壁などからゆっくりと外してく
　ださい。
②ふたの中央を、軽く押しながら矢印側にスライドさせます。
③古い乾電池を外し、新しい単２の乾電池と取り替えます。
※電池交換後はコンセントへの接続と外部アンテナ線（利用の方
のみ）への接続を忘れないで下さい。
お問合せ先　役場総務課交通住民運動係（℡：62-2311）

防災行政無線個別受信機の
電池は切れていませんか？

①

①

③②

③②
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

2
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
2
月
５
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
2
月
17
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

乙部町国民健康保険病院　2月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後 13:00〜15:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

第 17 回　道南農業新技術発表会
　道南農業試験場などが開発した最新の農業技術等を、いち早く皆様に
お伝えします。参加は無料です。
○日　時　平成27年2月27日（木）午後1時から４時（受付12時30分〜）
○場　所　厚沢部町町民交流センターあゆみ
○内　容　・新しいクリーン農業技術
　　　　　・新しいお米やねぎの品種
　　　　　・さつまいもの栽培技術
　　　　　・道南農業のトピックス
　　　　　・平成26年度に発生した注意すべき病害虫　など
【お問い合わせ先】独立行政法人北海道立総合研究機構　農業研究本部
　　　　　　　　　道南農業試験場　　TEL 0138-77-8116

道南ドクターヘリの運行が始まります
　平成 27 年２月 16 日からドクターヘリの運航が始まります。
　重篤な患者さんを乙部町から三次医療機関である市立函館病院や函館市内の病院まで１時間から１時間 30
分かかっていたものがドクターヘリでは片道およそ 15 分で函館市内に到着します。
ドクターヘリとは？
　救急医療用の医療機器等を装備したヘリコプターで、救急医療の専門医及び看護師が同乗し、救急現場に
向かい、現場等から医療機関に搬送するまでの間、患者に救命医療を行うことができる専用ヘリコプターです。
ドクターヘリ着陸の際は、ご協力をお願いします　　
　町内のドクターヘリ着陸予定場所には、グラウンドや駐車場が含まれています。
　その場に町民の方がおられましたら消防職員の誘導に従って、着陸場所に近づかないでください、また、
お車の移動をお願いすることがありますので、ご協力をお願いします。

人権擁護委員を
ご紹介します。

　安岡育男氏（栄浜）と笠原佳子氏（緑
町）が平成 27 年１月１日付けで法務
大臣から人権擁護委員に嘱託されま
した。
　人権擁護委員は、法務局職員とと
もに、地域の中で人権思想を広め、
人権相談を受けたり人権の考えを広
める活動をしています。
　相談は無料で、相談についての秘
密は厳守されます。

２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
10
日
11
日
12
日
13
日
14
日
15
日
16
日
17
日
18
日
19
日
20
日
21
日
22
日
23
日
24
日
25
日
26
日
27
日
28
日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

勤
医
協
診
療
所

村
瀬
村
瀬
半
澤
医
院

奈
良
村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

乙
部
町
国
保
病
院

村
瀬
村
瀬
奈
良
村
瀬
村
瀬

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村

野
村
奈
良

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
奈
良

午
後
野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
野
村

野
村
村
瀬

奈
良
村
瀬

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
野
村

野
村
奈
良
奈
良
奈
良
村
瀬



　みなさんは尿
にょうかんけっせき

管結石という病気を聞いたことはあります
か？おしっこは腎

じんぞう

蔵で作られ、膀
ぼうこう

胱に運ばれます。この腎蔵
と膀胱をつないでいる細い管が尿管です。腎蔵は左右 2つあ
りますが、尿管も左右 2本あります。また、結石はおしっこ
に溶けている塩のような成分が腎臓のなかでかたまって出来
た物です。この結石が腎臓から流れ出し、尿管の途中で詰まっ
ておしっこが通れなくなる状態が尿管結石です。尿管結石に
なると、突然わき腹から下腹部にかけて激しい痛みや吐き気・
嘔吐、血尿などに襲われます。尿路結石の痛みは「痛みの王様」
といわれるくらい激烈なもので、大変辛い病気です。
　当院では尿管結石に対して、細い内視鏡を尿管内に挿入し
て、結石を直接見ながら砕くレーザー装置を導入しています。
もちろん、麻酔をかけて行いますので、治療中は痛むことは
ありません。
　レーザーは結石を砕くのに有効な反面、おしっこに吸収さ
れるため体に影響が少
なく、より安全性に治
療が行えます。
　当院ではより一層、
地域の皆様が安心して
治療を受けられるよう
努めて参ります。

〔13〕

新機器導入しました（泌尿器科）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科
午前　月～金曜日
（整形外来は、完全予約制となっています。受診され
る方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さ
い。 52-0036 内線112　電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火と水曜日（水曜日は25日のみ）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　３日・４日・12日・17日
　　　18日・25日・26日
午後　25日

眼 　 　 　 科 午前　５日・19日（2月のみ2回）
午後　４日・18日・25日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　6日・20日

外来診療体制
2 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
付
で
、
法
テ
ラ
ス

江
差
法
律
事
務
所
に
赴
任
し
た
弁

護
士
の
米よ
ね
や
ま
き
よ
た
か

山
清
貴
と
申
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
私
の
経
歴
を
簡
単
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出

身
は
、
北
海
道
帯
広
市
で
す
。
高

校
卒
業
ま
で
帯
広
に
お
り
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
を
東
京
で
過
ご
し
、

卒
業
後
も
そ
の
ま
ま
東
京
で
生
活

し
て
お
り
ま
し
た
。
出
版
社
な
ど

で
勤
務
し
た
後
、
北
海
道
大
学
法

科
大
学
院
へ
進
学
し
、
や
っ
と
の

思
い
で
、
司
法
試
験
に
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

弁
護
士
１
年
目
は
、
山
口
県
下

関
市
で
１
年
間
過
ご
し
、
今
年
か

ら
、
江
差
町
で
弁
護
士
生
活
２
年

目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
本
州
の

端
っ
こ
か
ら
、
北
海
道
へ
赴
任
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
引
越
し
が
大

変
で
し
た
が
、
一
昨
年
も
北
海
道

か
ら
山
口
へ
引
越
し
を
し
た
ば
か

り
で
、
わ
ず
か
１
年
で
ま
た
北
海

道
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

あ
る
意
味
貴
重
な
体
験
を
し
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
下
関
で
１
年
目
の
弁
護

士
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
下

関
の
事
務
所
で
は
、
主
に
交
通
事

故
に
関
す
る
事
件
を
多
く
担
当
し

ま
し
た
。
他
に
も
民
事
事
件
が
多

く
、
刑
事
事
件
は
あ
ま
り
経
験
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
口
は
、

東
京
や
大
阪
と
違
い
、
そ
れ
ほ
ど

刑
事
事
件
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
下
関
で
は
、
月
に
１
度

程
度
、
市
役
所
な
ど
で
法
律
相
談

を
行
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
１
年

間
で
か
な
り
の
件
数
の
法
律
相
談

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
人
の
話
を
聞
く
姿
勢
の

重
要
さ
を
忘
れ
ず
に
、
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
な
弁
護
士
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
テ
ラ
ス
江
差
に
お
い
て
も
、

皆
様
に
と
っ
て
，
わ
か
り
や
す
い

話
し
方
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅
い
弁

護
士
で
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
律
相
談
、
出
張
相
談
の
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３
ま
で
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
米
山
清
貴

～
法
律
相
談
に
つ
い
て
～



12
月
15
日
〜
1
月
14
日

こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね　
　
　
　
　      　

森
山　

翠す

い依
ち
ゃ
ん（
祐
樹
・
ひ
と
み
・
女
の
子
）
元
町

　

 

　
お
く
や
み

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

小
澤　

乙
女
さ
ん（
105
歳
）緑　

町

中
川　

秀
廣
さ
ん（
66
歳
）緑　

町

工
藤　

キ
チ
さ
ん（
92
歳
）栄　

浜

明
石　

金
六
さ
ん（
66
歳
）豊　

浜

山
玉　

郁
子
さ
ん（
84
歳
）花　

磯

深
見　
　

修
さ
ん（
45
歳
）栄　

野

山
腰　
　

敏
さ
ん（
75
歳
）豊　

浜

田
中　

静
江
さ
ん（
88
歳
）緑　

町

幸
田
ト
ミ
ヱ
さ
ん（
97
歳
）姫　

川

森　

ミ
ツ
エ
さ
ん（
87
歳
）鳥　

山

澤
田　

チ
サ
さ
ん（
77
歳
）元　

和

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
こ
びか

な
し
み
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広報 町 の 人 口
= 12 月末現在 =

世帯数　1,931（−４）〈＋３〉
人　口　4,059（−10）〈−51〉
　男　　1,874（−５）〈−10〉
　女　　2,185（−５）〈−41〉
（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減

〔14〕

編　

集　

後　

記

　

今
年
の
一
月
は
、
寒
さ
は
厳
し
い

で
す
が
、
降
雪
量
は
少
な
く
、
昨
年

よ
り
快
適
に
過
ご
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
は
、
表
紙
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
十
六
年
で

い
こ
い
の
湯
の
利
用
者
が
百
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

今
更
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
は

温
泉
な
ん
だ
な
ぁ
と
再
認
識
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
寒
い
時
期
が
続
き
ま

す
の
で
、
い
こ
い
の
湯
へ
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

　

こ
ん
に
ち
は
、
産
業
振
興
と
し

て
活
動
し
て
い
る
井
尻
旭
美
で

す
。

　

今
僕
は
、
三
月
一
日
に
オ
ー
プ

ン
す
る
光
林
荘
の
落
成
式
典
で
使

う
は
ち
み
つ
の
出
荷
準
備
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

箱
の
作
成
や
落
成
式
典
用
の
ラ

ベ
ル
作
り
な
ど
、
一
つ
一
つ
が
手

作
業
で
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
切
な
こ
と
な
の
で
、
気
持
ち
を

込
め
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
」
は
食

品
検
査
は
も
と
よ
り
、
糖
度
基
準

や
瓶
詰
め
時
の
適
正
な
衛
生
基
準

を
独
自
に
設
定
し
、
徹
底
し
た
品

質
管
理
の
も
と
、
素
材
そ
の
も
の

を
活
か
し
、
乙
部
町
内
で
採
取
さ

れ
た
も
の
だ
け
を
製
品
と
し
て
い

る
こ
と
や
乙
部
町
魚
つ
き
の
森
づ

く
り
協
議
会
員
の
努
力
と
熱
意
が

あ
っ
た
た
め
、
今
日
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
成
功
し
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

は
ち
み
つ
を
軸
に
さ
ら
に
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
」

は
元
々
、
自
然
あ
ふ
れ
る
森
づ
く

り
か
ら
豊
か
な
海
づ
く
り
に
繋
げ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

て
い
く
た
め
に
広
葉
樹
の
植
樹
活

動
が
始
ま
り
、
長
い
年
月
が
か
か

る
森
づ
く
り
の
副
産
物
と
し
て

「
は
ち
み
つ
」
の
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
「
魚
つ
き
の
森
」

と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
初
め
て
こ
の
話
を
聞
い
た

時
、森
と
川
と
海
は
深
く
関
わ
り
、

森
は
海
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
て

い
る
こ
と
な
ど
も
乙
部
町
に
来
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
知
り
得
た
事
な
ど
も

本
当
に
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ

り
、
今
後
の
自
分
の
活
動
に
生
か

し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
協
議
会
で
は「
ア
カ
シ
ア
」

と
「
ト
チ
」
の
は
ち
み
つ
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
僕
も
商
品
の
納
品

等
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
購
入
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
感
想
を

頂
く
こ
と
も
あ
り
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

他
に
も
、
ミ
ツ
バ
チ
が
は
ち
み

つ
を
作
る
過
程
で
、
女
王
蜂
が
食

べ
る
こ
と
で
有
名
な
ロ
イ
ヤ
ル
ゼ

リ
ー
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
の
構
成
物

と
し
て
精
製
さ
れ
る
蜜み

つ

蝋ろ
う

、
巣
の

中
を
衛
生
的
に
す
る
抗
菌
作
用
を

も
つ
プ
ロ
ポ
リ
ス
等
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
副
産
物
も
健
康
や
美
容

に
良
い
と
言
わ
れ
、
は
ち
み
つ
に

は
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

と
思
っ
て
お
り
、
今
後
も
ア
イ

デ
ィ
ア
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
月
は
地
域
の
新
年
の

集
ま
り
な
ど
に
招
待
を
頂
き
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺

い
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
つ
つ
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
、
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動

な
ど
に
も
色
々
参
加
し
て
乙
部
町

の
事
も
っ
と
知
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
産
業
振
興
担
当
　
井
尻 

旭
美

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　
東
京
お
と
べ
会
事
務
局
長

　
　
櫻
井
　
文
夫
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

十
万
円

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
株
式
会
社
　
シ
グ
マ

　
代
表
取
締
役 

由
利 

弘
子
さ
ん百

万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

No.6

子
供
た
ち
の
た
め
に

　

内
田
賢
子
氏
（
神
奈
川
県
）
か

ら
、
児
童
向
け
の
科
学
図
書
な
ど

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
図
書
室
で
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
。


